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第
６
回
競
争
情
報
国
際
会

議
（The 6 th.Internatio

nal Conference on Comp

etitive Intelligence

）

が
、
10
月
27
、
28
の
両
日
、

北
京
大
学
、
北
京
市
科
学
技

術
研
究
院
の
主
催
に
よ
り
、

中
国
・
北
京
市
で
開
催
さ
れ

た
。
商
学
部
の
髙
橋
義
仁
教

授
が
主
催
者
か
ら
の
招
待
演

者
と
し
て
参
加
し
、「How 

successful global comp

anies are collecting c

ompetitive intelligenc

e

（
成
功
し
て
い
る
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
は
ど
の
よ
う
に
競

争
情
報
を
収
集
す
る
か
）」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た

写

真
。

　
同
会
議
は
、
２
０
１
３
年

よ
り
毎
年
、
中
国
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
６
回
目
と
な
る

今
回
は
、「
世
界
的
科
学
技

術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
コ
ン

ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
テ
リ

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

川
崎
市
多
摩
区
生
田
界か

い

隈わ
い

の

変
遷
を
追
っ
た
特
別
展「『
学

び
の
ま
ち
』
多
摩
区
の
源
流

を
た
ず
ね
て
」
が
、
11
月
９

日
か
ら
28
日
ま
で
専
修
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
専
修
大
学
創

立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
70
周

年
記
念
特
別
展
示
。
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
設
さ
れ
る
前
の
多

摩
区
に
つ
い
て
、
昭
和
初
期

の
鉄
道
開
通
や
大
勢
の
親
子

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
遊

園
地
「
向
ケ
丘
遊

園
」
な
ど
の
様
子

を
写
真
や
資
料
で

伝
え
た
。

　
東
京
の
近
郊
農

村
だ
っ
た
多
摩
区

が
大
き
く
そ
の
姿

を
変
え
た
の
は
１

９

２

７
（

昭

和

２
）
年
の
小
田
急

線
の
開
通
。
同
時

に「
向
ケ
丘
遊
園
」

も
オ
ー
プ
ン
し
、

稲
田
登
戸
駅
（
現

・
向
ケ
丘
遊
園
駅
）

は
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　
す
で
に
戦
前
、
日
本
女
子

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
っ

た
。
専
修
大
学
が
現
在
の
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
校
地
を
取
得

し
た
の
が
70
年
前
の
48
年
10

月
。
明
治
大
学
も
こ
の
地
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、
多
摩

区
は
現
在
、
約
２
万
６
０
０

０
人
の
学
生
で
に
ぎ
わ
う

「
学
び
の
ま
ち
」に
な
っ
た
。

　
展
示
会
で
は
当
時
の
写
真

や
枡
形
山
、
遊
園
地
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
観
光
案
内
冊
子

や
鉄
道
路
線
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

図
な
ど
で

多
摩
区
の
変
容
す
る
姿
を
追

っ
た
。
地
元
の
方
も
多
く
訪

れ
、
往
時
の
様
子
を
伝
え
る

資
料
を
懐
か
し
そ
う
に
見
入

っ
て
い
た
。

　
特
別
展
は
、
12
月
21
日

（
金
）
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
１
階
で
開
催
し

て
い
る
。

い
に
造
ら
れ
た
。
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
最
寄
り
駅
の
向
ケ
丘

遊
園
駅
（
当
初
は
稲
田
登
戸

駅
）
が
、
登
戸
駅
（
当
初
は

稲
田
多
摩
川
駅
）
と
並
ん
で

設
置
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の

稲
田
村
の
中
心
に
近
い
場
所

に
駅
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら

だ
と
い
う
。

　
駅
の
誕
生
で
生
活
環
境
も

一
変
し
た
。
柿
生
駅
で
は
、

名
産
の
柿
を
は
じ
め
農
作
物

の
東
京
方
面
へ
の
出
荷
が
容

易
に
な
り
、
周
辺
の
開
発
が

一
気
に
進
ん
だ
。
永
江
教
授

は
活
況
を
喜
ぶ
村
民
の
様
子

を
記
し
た
資
料
な
ど
を
示
し

な
が
ら
語
っ
た
。

　
１
９
２
７
年
の
小
田
原
線

開
業
か
ら
１
世
紀
近
く
。
永

江
教
授
は
現
在
、
多
摩
地
域

で
も
人
口
減
少
が
み
ら
れ
る

と
し
て
「
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
新
し
い
形
の
相
互
協
力

が
、
私
鉄
会
社
と
地
域
に
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
結
ん

だ
。

　
最
近
、
山
口
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
。
周
り
を

山
に
囲
ま
れ
、
時
間
が
ゆ

っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
さ
に
悠
久
の
地

と
感
じ
ら
れ
る
。

　
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
１
５
０
年
ほ

ど
前
に
明
治
維
新

の
中
心
と
な
っ
た

方
々
が
名
を
連
ね

た
長
州
で
あ
る
。

江
戸
か
ら
離
れ
る

こ
と
約
１
０
０
０

㌔
、
新
幹
線
・
飛

行
機
ど
こ
ろ
か
自

転
車
さ
え
も
な
い

時
代
、
移
動
す
る

に
は
、
自
ら
の
足

で
一
歩
一
歩
、
歩
み
続
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
も
は

や
、
想
像
す
る
こ
と
も
憚

は
ば
か

ら
れ
て
し
ま
う
。
た
だ
、

こ
こ
に
は
維
新
の
魁

さ
き
が
け

と
な

る
礎
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
は
、
松
下
村
塾
、
そ

れ
に
当
時
の
長
州
藩
の
藩

主
、
毛
利
敬
親
。
敬
親

は
、「
そ
う
せ
い
侯
」
と

揶や

揄ゆ

さ
れ
る
が
、
家
臣
の

意
見
に
「
そ
う
せ
い
！
」

と
答
え
る
の
は
、
寛
大
な

中
に
も
信
頼
と
志
が
あ
っ

て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ペ
リ

ー
来
航
時
に
は
、
実
際
に

蒸
気
船
を
見
て
、
見
識
を

新
た
に
し
、
そ
の
後
、
松

下
村
塾
生
、
伊
藤
博
文
ら

を
英
国
へ
と
留
学
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ら
は
藩
主
、
つ

ま
り
「
長
」
と
し
て
の
資

質
が
育
く
ま
れ
て
き
た
結

果
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

こ
の
渡
英
し
た
方
も
偉

い
。
行
く
に
し
て
も
、
現

在
ほ
ど
の
船
で
は
な
い
。

「
精
神
一
到
何
事
か
成
ら

ざ
ら
ん
」
と
、
ま
さ
に
命

が
け
で
志
を
遂
げ
よ
う

と
し
た
の
だ
か
ら
。
そ
う

し
て
、
歴
史
が
語
る
よ
う

に
、
西
洋
の
文
化
を
取
り

入
れ
て
、
改
革
は
進
む
こ

と
に
な
る
。

　
松
下
村
塾
で
は
、「
志
」

を
と
て
も
重
要
視
し
て
い

た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
大

学
に
お
い
て
も
相
通
ず
る

こ
と
で
も
あ
り
、
ふ
と
辺

り
を
見
回
し
て
、
自
分
も

省
み
て
み
た
。
時
代
が
違

う
と
も
思
う
が
、
さ
て
、

何
が
違
う
ん
だ
ろ
う
？
　

や
は
り
、「
志
」
な
の
か

な
あ
。
あ
な
た
の
「
志
」

は
ど
う
で
す
か
？

（
学
生
部
委
員
・

 

本
田
竜
広
）

志（こころざし）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
70
周
年

多くの市民らが聴講した

小田急線の歴史掘り起こす
経済・永江教授  「沿線の開発と活況生む」

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
縁
が

深
い
小
田
急
線
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
す
講
演
会
「
小
田
急

沿
線
の
近
現
代
史
〜
な
ぜ
駅

は
そ
こ
に
作
ら
れ
た
か
〜
」

（
専
修
大
学
・
小
田
急
財
団

共
催
）
が
11
月
23
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

沿
線
に
住
む
市
民
な
ど
約
４

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
70

周
年
記
念
事
業
の
一
環
。
日

本
経
済
史
が
専
門
の
永
江
雅

和
経
済
学
部
教
授
が
講
演
し

た
。

　「
鉄
道
沿
線
地
域
の
発
展

は
私
鉄
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
下
で
進
ん
だ

が
、
そ
れ
は
地
域
の
人
々
と

の
共
同
作
業
で
も
あ
り
、
駅

は
そ
の
象
徴
と
い
え
る
」
と

語
り
、
駅
の
設
置
理
由
を
解

説
し
た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅（
新
宿
）、

河
川
駅
（
和
泉
多
摩
川
な

ど
）、
住
民
の
要
望
に
よ
り

開
設
さ
れ
た
請
願
駅
（
成
城

学
園
前
な
ど
）、
交
差
・
分

岐
駅
（
新
百
合
ケ
丘
な
ど
）

と
、
小
田
急
線
の
駅
を
六
つ

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
や
設
置
に
至
る
ま
で
の
事

情
を
説
明
し
た
。

　
な
か
で
も
、
首
都
圏
の
鉄

道
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
重

要
だ
と
指
摘
し
た
の
が
川
砂

利
の
輸
送
。
関
東
大
震
災
以

降
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

建
造
物
に
欠
か
せ
な
い
建
築

資
材
と
し
て
多
摩
川
、
相
模

川
な
ど
の
河
口
の
砂
利
が
注

目
さ
れ
、
積
み
出
し
駅
が
市

街
地
と
は
少
し
離
れ
た
川
沿

「
学
び
の
ま
ち
」の
変
遷
追
う

サ
テ
ラ
イ
ト
・
生
田
で
特
別
展

　
12
月
４
日
早
朝
、
専
修
大

学
の
学
生
が
、
小
田
急
線
向

ケ
丘
遊
園
駅
周
辺
で
「
路
上

喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
防
止
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
清
掃
活

動
を
行
っ
た

写
真
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
川
崎
市

多
摩
区
役
所
危
機
管
理
担
当

な
ど
３
団
体
の
主
催
。
参
加

し
た
専
大
生
は
地
域
の
防
災

防
犯
活
動
を
行
う
学
生
団
体

の
Ｓ
Ｉ
Ｖ
（
専
修
生
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
と
、
同
じ
く
学

生
団
体
の
連
合
県
人
会
の
メ

ン
バ
ー
ら
22
人
。

　
多
摩
区
職
員
や
地
域
住
民

ら
15
人
と
と
も
に
、
駅
南
口

か
ら
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

通
学
路
に
落
ち
て
い
る
た
ば

こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
な
ど

を
約
１
時
間
拾
っ
て
歩
い

た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
最
寄
り

の
登
戸
・
向
ケ
丘
遊
園
地
域

は
川
崎
市
の
「
散
乱
防
止
及

び
路
上
喫
煙
防
止
の
重
点
区

域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
清

掃
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
Ｓ
Ｉ
Ｖ
代
表
の
霜
田
知

沙
さ
ん
（
文
２
）
は
「
ゴ
ミ

や
吸
い
殻
な
ど
は
横
道
や
溝

の
中
に
目
立
つ
」
と
話
す
。

ま
た
連
合
県
人
会
委
員
長
の

北
條
敬
晃
さ
ん
（
経
済
３
）

は
「
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

聞
き
、
ぜ
ひ
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
。
友
人
な
ど
周
り
の

人
た
ち
に
も
注
意
を
促
し
た

い
」
と
言
う
。

　
川
崎
市
の
職
員
は
「
小
田

急
線
の
ほ
か
の
駅
周
辺
で
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
学
生
が
参
加
す
る
地
域
は

ほ
か
に
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。

路上喫煙・ポイ捨て防止キャンペーン

　
専
修
大
学
と
小
田
急
電
鉄

（
東
京
都
新
宿
区
）
は
２
０

１
２
年
４
月
に
産
学
連
携
の

基
本
協
定
を
結
び
、
以
来

「
地
域
と
共
生
す
る
小
田
急

グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
事
業

戦
略
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
寄

付
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

今
年
度
は
永
江
教
授
が
担
当

し
た
。

ジ
ェ
ン
ス
の
役
割
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
中
国
を
は
じ
め
、
米

国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

日
本
な
ど
か
ら
、
大
学
の
研

究
者
な
ど
の
専
門
家
約
２
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　
会
議
で
は
、「
競
争
力
の

あ
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
・

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
力
を
高

め
る
。
世
界
の
科
学
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
、

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担

う
｜
｜
こ
と
な
ど
が
検
討
さ

れ
た
。

　
髙
橋
教
授
は
、「
世
界
的

に
競
争
情
報
の
入
手
・
分
析

の
方
法
論
の
学
際
研
究
が
進

ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。

と
と
も
に

地域
社
会
貢
献
活
動

専
大
生
22
人
参
加

「学びのまち」となった多摩区発展の様子を写真、

パネルで紹介した＝生田キャンパス

商
・
髙
橋
義
仁
教
授
が
基
調
講
演

北
京
で
第
６
回
競
争
情
報
国
際
会
議

遊
園
地「
向
ケ
丘
遊
園
」の
に
ぎ
わ
い
を
伝

え
る
パ
ネ
ル
を
地
域
の
方
々
が
感
慨
深
げ

に
な
が
め
た

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス


